
埼玉から日本を元気に

土屋綱男氏県民生活部長
　
東
日
本
大
震
災
の
た
め
日
本

全
体
に
暗
い
ム
ー
ド
が
漂
っ
て

い
る
が
、
元
気
で
活
力
あ
る
埼

玉
を
目
指
し
て
積
極
的
に
取
り

組
む
。

　
ま
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

育
成
で
あ
る
。
自
治
体
で
は
全

国
一
の
奨
学
金
支
給
人
数

２

６
０
人

と
な
る
埼
玉
発
世
界

行
き
の
奨
学
金
制
度
を
設
け
、

世
界
へ
羽
ば
た
く
高
い
志
を
持

っ
た
若
者
を
世
界
へ
送
り
出

す
。

　
次
に
、
さ
ら
な
る
女
性
の
力

の
活
用
で
あ
る
。
ウ
ー
マ
ノ
ミ

ク
ス
の
視
点
を
取
り
入
れ
、
Ｍ

字
カ
ー
ブ
の
解
消
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
日

本
再
生
に
女
性
の
力
の
積
極
的

な
活
用
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

広
め
て
い
く
。

　
そ
し
て
、
印
象
深
く
分
か
り

や
す
い
広
報
の
展
開
で
あ
る
。

重
要
テ
ー
マ
に
つ
い
て
情
報
を

一
元
的
に
広
報
し
、
埼
玉
の
先

進
的
な
取
り
組
み
や
多
様
な
魅

力
を
戦
略
的
に
発
信
す
る
。
埼

玉
の
み
な
ら
ず
日
本
を
元
気
に

す
る
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
埼
玉
か

ら
起
こ
し
て
い
き
た
い
。

県民の生命・財産を守る

吉野淳一氏危機管理防災部長
　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
犠
牲

に
な
ら
れ
た
方
々
に
対
し
て
心

よ
り
哀
悼
の
意
を
さ
さ
げ
る
。

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
の
巨
大
地

震
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
を
も
た
ら
し
、
想
像

を
絶
す
る
「
複
合
災
害
」
と
な

っ
た
。

　
埼
玉
県
で
は
、
即
座
に
危
機

管
理
防
災
セ
ン
タ
ー
に
「
災
害

対
策
本
部
」
と
「
危
機
対
策
本

部
」
を
立
ち
上
げ
、
県
内
被
害

の
情
報
収
集
や
計
画
停
電
に
よ

る
影
響
へ
の
対
応
を
開
始
し

た
。

　
こ
れ
ま
で
、
３
０
０
０
人
を

超
え
る
避
難
者
の
受
け
入
れ
や

被
災
地
へ
の
救
援
物
資
の
搬
送

や
人
的
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

今
も
余
震
が
続
い
て
お
り
、
首

都
圏
に
お
け
る
巨
大
地
震
の
発

生
は
予
断
を
許
さ
な
い
。

　
今
回
の
災
害
対
応
を
つ
ぶ
さ

に
検
証
し
、
次
の
一
手
を
打

ち
、
あ
ら
ゆ
る
危
機
事
案
か
ら

県
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
抜

く
た
め
決
然
と
立
ち
向
か
う
覚

悟
で
あ
る
。

温暖化対策で先導役に

高橋和彦氏環境部長
　
東
日
本
大
震
災
は
さ
ま
ざ
ま

な
影
響
を
及
ぼ
し
こ
れ
ま
で
の

仕
組
み
そ
の
も
の
の
見
直
し
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
環
境
分
野

に
お
い
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有

効
利
用
な
ど
に
関
す
る
意
識
が

高
ま
っ
て
い
る
。

　
埼
玉
県
で
は
、
全
国
一
の
予

算
規
模
で
実
施
す
る
太
陽
光
発

電
設
備
の
導
入
支
援
、
今
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
本
県
独
自

の
排
出
量
取
引
制
度
の
実
施
に

取
り
組
む
。
ま
た
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
見
直
し
の
県
民
運
動
を

展
開
し
、
温
暖
化
対
策
で
埼
玉

が
先
導
役
を
果
た
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
「
み
ど
り
と
川
の
再

生
」
運
動
の
４
年
間
の
総
仕
上

げ
と
し
て
、
県
民
や
事
業
者
と

協
働
し
一
層
強
力
に
推
進
す

る
。
さ
ら
に
、
大
気
・
自
然
環

境
保
全
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
環
境

問
題
の
着
実
な
改
善
を
図
り
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
埼
玉
の
実

現
を
目
指
す
。

セーフティネット構築

荒井幸弘氏福祉部長
　
暮
ら
し
の
安
心
・
安
全
を
高

め
、
誰
も
が
地
域
で
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
福
祉
分

野
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。

　
今
年
度
は
、
発
達
障
害
へ
の

対
応
を
強
化
す
る
。
早
期
発
見

・
早
期
支
援
に
向
け
、
啓
発
、

人
材
育
成
、
親
支
援
、
中
核
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
取

り
組
む
。

　
子
育
て
支
援
で
は
、
保
育
所

待
機
児
童
対
策
と
し
て
、
過
去

最
大
の
４
５
０
０
人
の
受
け
入

れ
枠
拡
大
を
図
る
。
ま
た
、
児

童
相
談
所
や
市
町
村
の
体
制
強

化
、
地
域
の
見
守
り
体
制
の
整

備
に
よ
り
、
児
童
虐
待
の
防
止

に
努
め
る
。

　
高
齢
者
福
祉
で
は
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
介
護
基
盤

の
整
備
を
着
実
に
進
め
る
。
ま

た
、
高
齢
者
と
地
域
の
つ
な
が

り
再
生
に
向
け
全
市
町
村
で
高

齢
者
の
見
守
り
体
制
を
構
築
し

て
い
く
。

地域医療体制を充実

降田宏氏保健医療部長
　
健
康
で
生
き
生
き
と
暮
ら
す

こ
と
は
、
県
民
の
願
い
で
あ

り
、
こ
れ
を
支
え
る
保
健
医
療

サ
ー
ビ
ス
は
、
県
民
生
活
の
安

心
を
支
え
る
重
要
な
基
盤
で
あ

る
。

　
こ
う
し
た
県
民
の
願
い
に
応

え
る
た
め
、
救
急
医
療
体
制
の

充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
新

生
児
集
中
治
療
室

Ｎ
Ｉ
Ｃ

Ｕ

の
整
備
に
よ
る
周
産
期
医

療
体
制
の
強
化
な
ど
に
よ
り
、

地
域
医
療
体
制
の
充
実
強
化
を

図
っ
て
い
く
。
医
学
生
や
研
修

医
へ
の
県
内
誘
導
の
積
極
的
な

展
開
な
ど
に
よ
り
、
医
師
や
看

護
師
等
の
確
保
に
重
点
的
に
取

り
組
む
。

　
ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
等
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
疾
病
予
防
を
進
め
て

い
く
。

　
今
後
と
も
、
誰
も
が
安
心
し

て
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
る
よ
う
、
全
力
で
業
務
を

推
進
し
て
参
り
た
い
。

未来志向で県内を元気に

松岡進氏産業労働部長
　
東
日
本
大
震
災
は
県
内
経
済

に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
。
こ
の
危
機
を
バ
ネ
に
し

て
未
来
志
向
で
県
内
経
済
を
元

気
に
す
る
取
り
組
み
を
着
実
に

進
め
て
い
く
。

　
「
未
来
へ
の
投
資
」
と
し

て
、
新
た
な
成
長
分
野
に
参
入

す
る
中
小
企
業
の
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
そ
の
一
つ
と
し

て
「
次
世
代
自
動
車
支
援
セ
ン

タ
ー
埼
玉
」
を
新
た
に
開
設

し
、
新
技
術
・
新
製
品
開
発
や

販
路
拡
大
の
支
援
に
よ
り
、
県

内
企
業
の
次
世
代
自
動
車
産
業

へ
の
転
換
や
参
入
を
促
進
し
て

い
く
。

　
一
方
、
重
点
施
策
と
し
て
、

昨
年
度
か
ら
、
県
政
の
す
べ
て

の
取
り
組
み
に
「
雇
用
の
創
出

・
確
保
」
の
視
点
を
導
入
す
る

「
埼
玉
県
雇
用
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
」
を
推
進
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
に
約
３
万
人
の
雇
用
を
創

出
し
た
。

年
度
ま
で
の
３
年

間
で
７
万
人
の
雇
用
創
出
を
目

標
に
、
引
き
続
き
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
。

収益力のある産業へ

海北晃氏農林部長
　
埼
玉
農
林
業
に
は
、
日
本
の

真
ん
中
に
位
置
し
暖
か
い
地
方

の
作
物
も
寒
い
地
方
の
作
物
も

作
れ
、
近
く
に
多
く
の
消
費
者

が
い
る
と
い
う
強
み
が
あ
る
。

昨
年
度
に
策
定
し
た
「
埼
玉
農

林
業
・
農
山
村
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
即
し
、
収
益
力
あ
る
魅

力
的
な
産
業
と
し
て
農
林
業
を

確
立
す
る
取
り
組
み
な
ど
を
進

め
て
い
く
。

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
埼

玉
農
林
業
を
取
り
巻
く
状
況
も

大
き
く
動
い
て
い
る
。

特
に
農
畜
産
物
へ
の
放
射
性
物

質
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
し
っ

か
り
と
調
査
を
し
な
が
ら
安
全

性
を
繰
り
返
し
説
明
し
、
消
費

者
が
安
心
で
き
る
状
況
を
作
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

埼
玉
農
林
業
の
強
み
を
生
か

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
あ
っ

た
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

非
常
事
態
に
も
打
ち
勝
つ
、
強

い
埼
玉
農
林
業
を
確
立
し
て
い

き
た
い
。

災害に強い県土づくり

成田武志氏県土整備部長
　
東
日
本
大
震
災
を
目
の
当
た

り
に
し
て
、
県
民
生
活
の
安
心

・
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
、

最
優
先
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
県
土
整
備
部
で
は
、
「
暮
ら

し
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る

県
土
づ
く
り
」
、
「
埼
玉
の
元

気
・
活
力
を
引
き
出
す
県
土
づ

く
り
」
、
「
ゆ
と
り
と
潤
い
を

生
み
出
す
県
土
づ
く
り
」
の
３

つ
の
基
本
目
標
の
も
と
事
業
を

進
め
て
い
く
。

　

年
度
は
、
橋
り
ょ
う
の
耐

震
補
強
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
や

ゲ
リ
ラ
豪
雨
か
ら
都
市
を
守
る

治
水
対
策
の
推
進
な
ど
各
種
事

業
を
進
め
る
と
と
も
に
、
新
た

に
「
災
害
時
即
応
力
の
構
築
」

に
取
り
組
む
。

　
ま
た
、
「
ぐ
る
っ
と
埼
玉
サ

イ
ク
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
の

推
進
」
や
「
川
の
再
生
の
推

進
」
と
い
っ
た
特
定
課
題
を
解

決
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
重
点

的
に
進
め
る
。

安心・安全のまちづくり

岩崎康夫氏都市整備部長
　
誰
も
が
安
心
・
安
全
で
住
み

続
け
ら
れ
る
都
市
づ
く
り
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。
本
庄

早
稲
田
駅
周
辺
や
つ
く
ば
エ
ク

ス
プ
レ
ス
沿
線
地
域
に
お
い

て
、
新
駅
を
中
心
に
し
た
魅
力

と
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
。

　
既
成
市
街
地
に
お
い
て
は
、

身
近
な
バ
ス
停
を
拠
点
に
コ
ン

ビ
ニ
な
ど
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
る
歩
い
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
や
、
県
営
住
宅
の

敷
地
を
活
用
し
福
祉
施
設
や
子

育
て
支
援
施
設
な
ど
を
誘
致
す

る
団
地
再
生
な
ど
を
進
め
て
い

く
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
を
契

機
に
「
安
心
・
安
全
」
に
一
層

重
点
を
置
い
た
施
策
展
開
を
図

る
た
め
、
民
間
建
築
物
の
耐
震

化
の
促
進
や
災
害
時
の
広
域
避

難
拠
点
と
な
る
県
営
公
園
の
拡

張
整
備
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

水道と産業基盤整備

石田義明氏企業局公営企業管理者
　
東
日
本
大
震
災
で
は
水
道
な

ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
大
き
な

被
害
を
受
け
た
。
埼
玉
県
で
は

県
民
の
皆
さ
ま
に
安
心
・
安
全

な
水
を
安
定
し
て
届
け
ら
れ
る

よ
う
、
水
質
監
視
体
制
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
水
道
施
設
の

耐
震
化
と
老
朽
化
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
く
。ま
た
、こ
れ
ま
で

培
っ
た
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
し
、
水
道
分
野
で
の
国
際
技

術
協
力
や
民
間
企
業
と
の
連
携

を
進
め
、
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
海
外

展
開
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　
さ
ら
に
、
産
業
団
地
整
備
で

は
、
昨
年
度
か
ら
の
白
岡
瀬
地

区
に
加
え
今
年
度
は
幸
手
中
央

地
区
に
着
手
す
る
。
圏
央
道
な

ど
交
通
網
が
発
達
す
る
本
県
の

特
性
を
活
か
し
、
今
後
も
整
備

を
進
め
て
い
く
。
水
道
供
給
と

産
業
基
盤
整
備
の
い
ず
れ
の
事

業
に
お
い
て
も
、
県
民
や
企
業

の
動
向
に
応
じ
、
ス
ピ
ー
デ
ィ

ー
か
つ
柔
軟
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
。

中小企業発展に貢献

牟田口照恭氏埼玉県産業技術総合センター長
　
３
月

日
の
東
日
本
大
震
災

は
、
回
復
基
調
に
あ
っ
た
日
本

の
産
業
に
甚
大
な
打
撃
を
与
え

て
い
る
。
と
り
わ
け
被
災
地
企

業
の
支
援
と
今
夏
の
電
力
供
給

不
足
へ
の
対
応
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
も
迅
速

か
つ
機
動
的
な
支
援
体
制
を
構

築
し
て
い
る
。

　
一
方
、
県
内
産
業
の
技
術
力

強
化
と
い
う
本
来
目
的
の
達
成

に
向
け
た
支
援
も
強
化
し
て
い

く
。
危
機
の
中
に
あ
っ
て
こ
そ

未
来
を
展
望
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
新
技
術
や
新
事
業
の

創
出
な
ど
企
業
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
技
術
面
で
し
っ
か
り
支
え
て

い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

技
術
の
連
続
性
を
保
ち
つ
つ
変

化
の
メ
ガ
ト
レ
ン
ド
と
の
整
合

を
図
る
と
と
も
に
、
重
複
、
欠

落
の
な
い
他
機
関
と
の
連
携
を

展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
内

中
小
企
業
の
発
展
に
向
け
ス
ピ

ー
ド
を
あ
げ
て
貢
献
し
て
い
き

た
い
。

がんばる企業を応援

山本碩氏埼玉県産業振興公社理事長
　
当
公
社
は

が
ん
ば
る
中
小

企
業
を
と
こ
と
ん
応
援
し
ま

す

の
基
本
姿
勢
の
も
と
、
県

内
中
小
企
業
支
援
を
一
層
強
力

に
推
進
し
、
県
内
産
業
の
包
括

的
な
振
興
を
図
る
た
め

埼
玉

県
中
小
企
業
振
興
公
社

か
ら

埼
玉
県
産
業
振
興
公
社

へ

名
称
を
改
め
た
。

　
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
企
業

の
個
別
課
題
の
解
決
支
援
に
加

え
、
次
世
代
産
業
の
振
興
、
サ

ー
ビ
ス
産
業
の
振
興
、
企
業
の

海
外
展
開
支
援
、
を
新
た
な
３

本
柱
と
位
置
づ
け
、
産
業
界
へ

の
支
援
を
積
極
的
に
展
開
す

る
。

　
ま
た
、
企
業
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
中
小

企
業
者
の
団
体
や
金
融
機
関
、

大
学
な
ど
と
の
連
携
を
一
層
強

化
す
る
こ
と
で
、
中
小
企
業
が

抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決

に
向
け
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。

埼玉県特集
　　 ２０１１年 平成２３年 ５月３１日 火曜日 （第２部） 　　 （ ）


